
保護者負担軽減計画について ＜京都府提出資料＞

学校名

所在地

電話番号

【１年生】 入学金
施設拡充費
（入学時）

授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計
(入学時除く)

考査料

120,000 550,000 235,000 785,000

【２年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

550,000 235,000 785,000

【３年生】 授業料
施設拡充費等
＊（経常的）

計

550,000 235,000 785,000

・今回改定　あり　なし

・前回改定　　　　　

年度

令和７年度の保護者
負担軽減策及び考え方

＊施設拡充費等には、施設拡充費、校費、実験実習費、冷暖房費等の入学金、授業料及び
検定料以外の納付金で、学則に定めのあるものすべてを含む。ただし、ＰＴＡ、生徒会
等、学校法人とは別団体に属する経費、任意寄附金及び給食費は除外。

今後５年程度の保護者
負担軽減計画

法然上人の人格・思想を建学の精神とし、知育・徳育・体育のバランスがとれた人材の育成を実施。
仏教の教えを拠り所に、困難に見舞われた時もお互いを思いやる人を育てている。

本校の特色は、情熱と主体性を持って行動し、自分の夢や目標を実現していく力、「セルフ・リーダー
シップ」を育むことを教育目標としていることである。また、土台力を身につけた卒業生を多く輩出
し、継続的に社会の基盤となる人材を育てていく。

　
　
従前からの学校独自の奨学・修学支援制度としては以下の通り。
・富田奨学金

これまでに引き続き、財務体質の強化、経営環境の改善を図る。同時に本校の特色を貫き、基礎力・土
台力を身につけた人材を多く輩出することで、入学生の増加や寄付金の増加につなげ、保護者への負担
軽減を検討していきたい。

建学の精神

本校の特色及び
将来展望

・令和７年度納付金

昨今の経済情勢の変化により、人件費・物価が高騰しており、今後納付金の引き上げを検討することが
必要になると考えている。

（５）

・今後の納付金に
対する考え方

※学科やコースによって
納付金に差異がある場合
は最低額を計上。

（４）

教育内容、施設整備の
改善・拡充等の状況

東山高等学校

（６）

（１）

（２）

（３）

〒606-8445　京都市左京区永観堂町51

075-771-9121

　
教育内容については、ICT教育の充実やアクティブラーニングの強化を図っている。
施設整備については、令和7年度から11年度まで教育環境の整備・充実のため校舎・体育館・中庭等の
リニューアル工事を実施する計画。


